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高商連ニュース 

 

読者 会員 共済 婦人 青年
安   芸 2 1 1 0 0 0
香美郡 7 3 0 0 0 7
南   国 4 0 1 0 0 3
高   知 3 3 0 2 0 2
仁淀川 0 1 1 0 0 1
須   崎 0 0 0 0 0 0
中   村 0 0 0 0 0 0

計 16 8 3 2 0 13

■２０２１年 春の拡大運動（1/1～1/24現在）

拡　　　　　大 成果
会員

成果会員：読者か会員を拡大した会員(紹介含む)  

昨
年
を
上
回
る
拡
大 

 

昨
年
同
時
期
に
比
べ
、
読
者
で

２
名
、
会
員
で
１
名
多
い
拡
大
到

達
と
な
っ
て
い
ま
す
。
会
員
拡
大

民
商
も
昨
年
の
香
美
郡
、
南
国
、

高
知
の
３
民
商
か
ら
、
安
芸
、
香

美
郡
、
南
国
、
高
知
の
４
民
商
に

増
え
て
い
ま
す
。 

 

今
年
の
春
は
、
例
年
の
税
金
の

相
談
に
加
え
、
コ
ロ
ナ
相
談
も
増

え
ま
す
。｢

困
っ
た
と
き
に
力
に

な
る
民
商
出
番
の
と
き｣

で
す
。 

コロナ相談、確定申告・・・民商出番のとき 

 

コ
ロ
ナ
危
機
乗
り
切
る
た
め
に 

さ
ら
な
る
支
援
策
を
！ 

み
ん
な
で
声
を
あ
げ
よ
う 

＝
中
村
民
商
ニ
ュ
ー
ス(

１
／
25)

よ
り
＝ 

年
が
明
け
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
第
３
波
は
、
全
国
に

広
が
る
一
方
で
す
。
年
末
年
始
に
政
府
が
出
し
た
夜
の
飲
食

業
へ
の
時
間
短
縮
営
業
と
協
力
金
。
稼
ぎ
時
な
の
に
、
店
を
開

け
る
か
閉
め
る
か
で
悩
ん
だ
業
者
さ
ん
の
声
も
多
く
聞
か
れ

ま
し
た
。
ま
た
同
時
に
、
夜
間
営
業
以
外
の
業
者
も
、
困
っ
て

い
る
と
い
う
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

【
運
転
代
行
業
】 

 

私
た
ち
は
、
居
酒
屋
や
ス
ナ
ッ
ク
が
営
業
し
た
後
の
商
売
。

私
た
ち
に
は
夜
の
店
に
休
ま
れ
た
ら
売
上
が
ゼ
ロ
。
タ
ク
シ

ー
は
、
昼
の
営
業
が
で
き
る
が
代
行
は
そ
れ
が
で
き
な
い
の

で
、
よ
け
い
に
困
る
。
こ
の
ま
ま
で
は
、
廃
業
。 

【
居
酒
屋
】 

 
代
行
さ
ん
が
し
ば
ら
く
休
む
と
言
っ
て
い
る
。
休
業
要
請

が
終
わ
っ
た
ら
店
を
開
け
よ
う
と
思
っ
て
い
た
の
に
。
困
っ

た
。 

【
喫
茶
店
】 

 
｢

感
染
は
ラ
ン
チ
で
も
起
こ
る｣

と
、
大
臣
や
都
知
事
が
言

い
出
し
た
。
あ
れ
か
ら
客
足
が
半
分
以
下
に
な
っ
た
。
12
月

は
、
昨
年
比
45
％
減
。
そ
う
言
う
の
で
あ
れ
ば
、
国
も
県
も
、

昼
の
飲
食
店
に
も
協
力
金
を
出
し
て
ほ
し
い
。
テ
レ
ビ
も
新

聞
も
、
夜
の
飲
食
店
の
こ
と
は
報
道
す
る
け
ど
、
昼
の
飲
食
の

こ
と
は
、
ど
こ
に
も
書
い
て
な
い
！
も
っ
と
報
道
し
て
ほ
し

い
！
弱
い
立
場
の
者
の
こ
と
を
本
当
に
わ
か
っ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
？ 

◆
み
ん
な
で
、
困
っ
て
い
る
声
を
あ
げ
よ
う
！
◆ 

 

民
商
と
高
知
県
連
で
は
、
12
月
下
旬
、
県
が
夜
の
飲
食
店

に
休
業
協
力
金
の
支
給
を
決
め
た
際
、
夜
の
飲
食
業
以
外
の 

業
者
に
も
、
給
付
す
る
よ
う
県
と
全
市
町
村
に
申
し
入
れ
を

し
ま
し
た
。
宿
毛
市
は
、
６
月
に
続
き
、
12
月
比
売
上
30
％

減
で
全
事
業
者
対
象
の
10
万
円
支
援
金
を
は
じ
め
ま
し
た
。

各
自
治
体
へ
声
を
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
民
商
へ
声
を
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。 

 

 
１月２２日、核兵器の開発や保有、核兵器を使っての威嚇

などを全面的に禁止する｢核兵器禁止条約｣が発効しました。 

 高知原水協は同日、｢おめでとう！高知行動｣を行いました。 

 昼の部は、約５０人が参加し、高知市中央公園北口で街頭

宣伝を行いました。松繁美和原水協事務局長は｢発効の日を共に

祝いましょう｣と呼びかけ、高商連(県連)など、原水協加盟団体

のメンバーがリレートークし、｢日本政府に条約を批准するよ

う声をあげていこう｣と訴えました。 

＜入江博孝高商連事務局長(長崎市出身)のリレートーク＞ 

 核兵器禁止条約採択・発効の大きな力となったのが被爆者

の証言、告発です。私の母は被爆者です。８月９日の数日後、

勤労動員の場から、爆心地を通って自宅に帰った｢入市被爆

者｣です。母はから原爆の話はほとんど聞いたことがありませ

んが、｢あの時、『助けてください』『水を下さい』という人た

ちに何もしてあげなかった｣と悔やんでいたことがありまし

た。また、脳に障害を持った孫(数日で死亡)が生まれた時、

■昨年３月末と今年１月２４日との差

総加
入者

民商
会員

配偶
者

安芸 +9 -1 +3 +3 -1 -1 0
香美郡 +3 +5 -3 +4 +6 +1 -2
南国 +3 -3 -7 -2 -1 -1 0
高知 +25 +20 -34 -18 -11 -8 -2

仁淀川 +1 +4 +5 +3 +1 +4 0
須崎 +11 -2 -3 -1 -1 0 0
中村 +8 -1 -5 -2 -3 +1 0
計 +60 +22 -44 -13 -10 -4 -4

青年
共済

読者 会員 婦人

 

核兵器禁止条約発効おめでとう！〝高知行動〟 

 

｢わたしが被爆していなければ｣と口にしたことがありまし

た。原爆、放射能の直接的な被害だけでなく、いつまでも呵

責の念、大きな重荷を背負って行かなければならないので

す。そうした苦悩を乗り越えて証言を続けている被爆者、語

り部の被爆者の勇気ある行動、平和を願う世界の人々が行

動・思いが結実した核兵器禁止条約。唯一の戦争被爆国の日

本が批准しないことに強く抗議します。みなさん、日本政府

に条約批准をさせるため、声をあげていきましょう。 

 

 

 

 

  

 

夜は講演会が開かれ６０人が参加。岡村啓佐氏(平和資料

館・草の家副館長)が、｢核兵器禁止条約発効、国際政治の主役

交代｣と題して講演。｢人体実験のデータと引き換えに免罪さ

れた７３１部隊の面々が、核兵器と原発を推進・擁護する勢

力の国内の旗振り役として戦後７６年が経過しても現存す

る実態。ビキニ事件をはじめ、チェルノブイリ、福島第１原

発事故の被害の実態を歪曲して流布している｣と自身の研究

を報告。｢今日は核兵器の終わりの始まり｣｢日本政府に批准さ

せる世論を広げましょう｣と呼びかけました。 
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